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(3)パラジウムーパラジウム結合をもっ μ ゲーアレニル/プロパルギ、ルパラジウム二核錯体を合成し、その錯体の X線
結晶構造解析からアレニル/プロパルギル配位子がパラジウムーパラジウム結合と平行に位置し、骨格をなす原子が全
て同一平面上にあるという他には例を見ない構造を明らかにしている。
また二核錯体のアレニル/プロパルギル配位子は、中心炭素において求電子剤の攻撃を受けてビニルカルベン二核錯
体を与えることを明らかにし、この反応パターンは単核ポーアレニル/プロパルギ、ル錯体が求核攻撃を受けやすいこと
と際だった対照をなすことを示している。
以上のように本論文は、がアレニル/プロパルギル配位子を有する新しいパラジウム錯体の簡便な合成法を示し、そ
れぞれの錯体の特異な構造と性質、反応性を明らかにしている。これらの成果は、錯体化学の分野のみならず触媒化
学の発展にも寄与するものと期待される。よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。
